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［補足説明］

１）集熱効率から集熱量を計

算する例：日射量８00W/m2、

集熱効率59％、集熱面積(畳２

枚)３m2で、集熱量1416W。こ

の熱量はＩＨクッキングヒータ

ー程度。なお、日射量は晴天・

垂直面で1000W/m2(860kcal/

h･m-2)、入射角や曇り具合に

より小さくなる。

２）ソーラーベント集熱効率は

2007年１～２月（晴れ数日）実

験データの近似値。

３）窓ガラスの日射侵入率は、

省エネルギー基準の日射遮

へい性能から抜粋。ガラスの

日射吸収・再放射を含む。

４）集熱利用温度「ガラスなし」

は風の温度低下が大きいこと

を考慮して図示している。
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●太陽電池>>>電気（多用途な高質エネルギー）

●太陽熱温水器（選択吸収膜＋ガラス）→温水（外気温＋20～40℃）

●太陽熱温水器（選択吸収膜＋透明フィルム＋ガラス）→温水（外気温＋40～60℃）

●太陽熱温水器（黒色・ガラスなし）→温水（外気温＋０～20℃）４）

●ソーラーベント（黒色＋ガラス付）風量６０m3/h･m-2→温風（外気温＋5～20℃）

●ソーラーベント（黒色＋ガラス付）風量４０m3/h･m-2→温風（外気温＋10～30℃）

●ソーラーベント（黒色＋ガラス付）風量２０m3/h･m-2→温風（外気温＋20～40℃）

●ソーラーベント（黒色＋ガラス付）風量３０m3/h･m-2→温風（外気温＋15～35℃）

●太陽熱温水器（選択吸収膜＋真空管）→温水（外気温＋40～60～℃）

●ソーラーベント（黒色・ガラスなし）風量２０m3/h･m-2→温風（外気温＋０～25℃）４）

●ソーラーベント（黒色・ガラスなし）風量４０m3/h･m-2→温風（外気温＋０～20℃）４）
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ソーラーベントの集熱効率は、標準風量40でガラス付59％、ガラスなし50％。特殊な材料を使わず(普通の黒色

鋼板)、極薄通気層という工夫により効率を高めています。風量に応じて、日射で温まった鋼板から吸い取る熱量が

増減し、集熱効率が決まります。身近な太陽エネルギー利用として給湯・発電・窓の日射取得もご覧ください。

ソーラーベント標準風量40で、集熱温度30～50℃。寒くない温度で、できるだけ多くの新鮮外気を導入するの

がソーラーベントの考え方です。そして、寒い冬でも一般より多い換気量を実現します。

高い効率を狙い風量を増やすと集熱温度が下がり、高い温度を狙い風量を下げると効率(＝集熱量)が下がります。

要は適当な温度が得られていれば、風量を増やすのが得策。これを基本に１件１件オーダーメイドします。

図２．ソーラーベントなどの集熱温度（外気温20℃・晴れ時）
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<集熱効率>

電気

・普通単板ガラス：８８％
<日射侵入率３）>＝日射取得率

【窓ガラスと日射調整材】

・普通単板ガラス＋レースカーテン：５６％

・普通単板ガラス＋内付ブラインド：４６％

・普通単板ガラス＋紙障子：３８％

・普通単板ガラス＋外付ブラインド：１９％

・普通複層（ペア）ガラス：７９％

・低放射（Low-E）複層ガラスＡ：７４％

・遮熱複層ガラスＡ：５０％

２０m3/h･m-2

４０m3/h･m-2

【ソーラーベント・ガラスなし】

５０％

２８％

温風

補足：集熱効率は瞬時最
高。貯湯槽温度が上昇す
ると効率は低下する。

（選択吸収膜＋ガラス）

図１．ソーラーベントなどの集熱効率

注記：強い風
が吹き付ける
と効率は低
下します。

←太陽電池は低効率ですが重宝な電気エネルギーを
生みます。太陽熱利用と組み合わせが最良です。


